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来 じ舟け

年
の

ゃち恩

』盟齢

勝

大
洗
町

e

長

竹

内

戸_.し司、

本

国
民
の
皆
様
新
年
明
け
ま
し
て
¥
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

昭
和
六
十
二
年
の
新
春
を
こ
こ
に
迎
え
、
皆
様
方
の

御
健
勝
を
山
か
ら
お
悦
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
十
一
月
の
町
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
は
¥
疋
い

へ
ん
多
く
の
町
民
の
皆
様
や
¥
関
係
皆
援
方
の
熱
烈
な

御
支
援
を
頭
き
ま
し
て
¥

こ
た
び
¥
町
長
の
重
責
を
埠

う
こ
と
と
な
り
ま
し
だ
。

寄
せ
ら
れ
ま
し
芝
温
い
御
厚
情
に
¥
衷
山
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

田
下
¥
当
時
に
お
き
ま
し
て
は
¥
大
洗
潜
や
大
洗
鹿

{
聾
線
な
ど
町
将
来
の
発
震
の
中
枢
と
な
る
基
盤
的
諸
施

設
も
稼
動
し
¥
そ
れ
ぞ
れ
に
予
想
を
上
廻
る
業
種
を
挙

げ
つ
つ
順
調
な
推
移
を
示
し
て
お
り
ま
す
、
ガ
¥
重
に
¥

希
望
に
充
ち
だ
未
来
に
向
け
て
¥
こ
れ
ら
を
拠
点
と
し

た
開
発
諸
事
業
や
諸
施
設
の
整
備
充
実
を
冨
っ
て
い
く

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
十
月
¥
五
ヶ
年
継
続
事
業
と
し
て
起
工
し
左
大

洗
町
総
合
運
動
公
園
建
設
事
業
も
そ
の
一
つ
で
あ
り
ま

す
ガ
¥
こ
の
ほ
か
¥
上
水
道
拡
張
整
備
事
業
や
下
水
道

建
設
整
備
問
題
な
ど
懸
案
課
題
ガ
多
く
ひ
か
え
て
お
り

ま
す
。こ

れ
か
ら
の
四
年
間
、
決
意
も
新
ら
だ
に
司
政
の
目

標
で
あ
る

u
港
の
あ
る
油
浜
文
化
都
市
H

づ
く
り
に
運

島
の
努
力
を
傾
注
し
¥
御
期
待
に
悶
え
る
寛
悟
で
あ
り

ま
す
。今

後
と
も
¥

層
の
御
支
援
と
御
鞭
轄
を
賜
り
ま
す

ょ
う
あ
頼
い
申
し
上
げ
¥
併
せ
て
¥
皆
様
方
の
御
多
幸

を
山
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
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競
時
一
記

宝

麟

「
な
か
き
よ
の
と
お
の
ね
ぶ
り

の
み
な
め
ざ
め
、
な
み
の
り
ぶ
ね

の
お
と
の
よ
き
か
な
」
こ
の
歌
は
、

上
か
ら
読
ん
で
も
、
で
か
ら
読
ん

で
も
同
じ
で
す
ね
。
こ
う
い
う
の

を
国
文
歌
と
言
い
ま
す
。

江
戸
時
代
に
は
、
良
い
初
夢
を

見
る
よ
う
に
と
、
宝
船
の
絵
と
、

こ
の
歌
を
書
い
た
紙
を
枕
の
下
に

置
い
て
寝
ま
し
た
。

正
月
に
は
{
五
船
売
り
が
、
「
お

宝
、
お
宝
」
と
言
い
な
が
ら
絵
を

売
り
歩
き
ま
し
た
。
明
治
時
代
に

な
っ
て
も
こ
の
風
習
が
あ
っ
た
そ

、つで
L

す。
宝
船
に
は
、
米
俵
や
財
宝
が
乗

っ
て
い
る
だ
け
の
も
の
も
あ
り
ま

一
す
が
、
多
く
は
、
七
福
神
が
乗
っ

一
て
い
ま
し
た
。

一
七
福
神
と
は
t
F
b
和
、
大
黒
天
、

一
弁
財
天
、
島
都
町
充
、
和
市
加
、
紘

一
禄
券
、
寿
老
人
を
い
い
ま
す
。
顕

一
白
い
の
は
、
こ
の
顔
ぶ
れ
は
、
神

一
さ
ま
と
仏
さ
ま
が
ま
ざ
っ
て
い
る

一
こ
と
で
す
。

一
最
近
は
宝
船
の
絵
を
枕
の
下
に

一
置
く
風
習
は
す
た
れ
ま
し
た
が
、

一
正
月
の
七
福
神
も
う
で
は
盛
ん
で

す
。
こ
の
時
も
う
で
る
所
が
、
神

社
と
寺
と
両
方
ま
ざ
っ
て
い
ま
す
。

し
か
も
、
た
と
え
ば
大
黒
天
が
神

社
に
祭
ら
れ
て
い
た
り
、
寺
に
あ

っ
た
り
す
る
の
で
す
。
前
人
の
信

仰
の
お
お
ら
か
さ
な
の
で
し
ょ
う
。

そ
れ
と
、
七
福
神
の
ふ
る
さ
と

も
イ
ン
ド
、
中
国
、
日
本
と
ま
ち

ま
ち
で
す
。
国
際
化
の
さ
き
が
け

み
た
い
な
も
の
で
す
ね
。
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自
治
功
労

こ
の
た
び
、
当
町
の
関
根
喜
衛
門
さ

ん
が
自
治
功
労
者
と
し
て
自
治
大
臣
か

ら
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

関
根
さ
ん
は
昭
和
白
年
の
大
震
軒
議

会
議
員
選
挙
に
際
し
、
衆
望
を
担
い
出

馬
当
選
し
て
以
来
、
昭
和
凶
年
の
町
村

合
併
に
よ
る
新
生
大
洗
町
の
発
足
後
も

引
き
続
き
当
選
を
来
さ
れ
、
現
在
ま
で

も百お

古
く
か
ら
漁
業
の
町
と
し
て
栄
え
発

展
し
て
き
た
当
町
に
お
い
て
、
米
川
川
き

ん
は
、
戦
後
間
も
な
い
昭
和
白
年
に
磯

浜
漁
業
会
総
代
と
な
ら
れ
、
昭
和
お

年
、
磯
浜
漁
業
協
関
組
合
が
創
立
さ
れ

て
か
ら
は
現
在
ま
で
、
日
初
年
有
余
の
長

き
に
わ
た
り
、
組
合
理
事
、
組
合
長
の

要
職
に
就
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
問
、

県
信
用
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
副
会
長

お

魅惑

昭和621手1fl 1日

さ
き
に
、
磯
浜
地
区
の
東
浜
に
3
階

建
て
の
ス
マ
ー
ト
な
釘
営
ア
パ
ー
ト
が

で
き
ま
し
た
が
、
そ
の
西
側
に
地
区
の

高
齢
者
の
方
々
の
た
め
に
ゲ

i
ト
ボ
ー

ル
コ

I
ト
が
新
設
さ
れ
緑
寿
会
高
年
者

支~)，::

単語

表
彰

大
洗
町
議
会
議
員
関
根
喜
衛
門
氏

大
正

3
年
3
R
U
日
生
(
刊
は
歳
)

大
洗
町
大
震
町
一
一
一
二
四
番
地

迷
続
日
期
、
四
年
5
ヶ
月
の
長
き
に
わ

た
り
議
員
活
動
を
続
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
間
、
厚
生
常
任
委
員
長
、
議

会
副
議
長
な
ど
の
要
職
に
就
か
れ
、
議

会
活
動
を
と
お
し
て
地
方
行
政
に
貢
献

さ
れ
た
ほ
か
、
町
農
業
委
員
会
会
長
を

3
期
9
年
間
努
め
ら
れ
、
町
農
政
の
振

興
に
尽
き
れ
る
な
ど
、
戦
後
の
多
難
期

か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
、
地
方
自
治
の

発
展
に
寄
与
さ
れ
、
現
在
な
お
活
躍
中

で
す
。

ク
ラ
ブ
の
み
な
さ
ん
の
楽
し
い
交
流
の

場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
近
く
に
お
住
い
の
飛
出
清

こ
さ
ん
、
勇
さ
ん
兄
弟
が
お
茶
飲
み
な

ど
の
憩
い
の
場
と
し
て
こ
ぎ
れ
い
な
建

ト
三
代
匂
騨
爪
り

去
る
十
一
月
二
十
四
日
、
大
洗
機
前

神
社
社
頭
で
ホ
ト
ト
ギ
ス
三
代
句
碑
の

竣
功
徐
幕
式
が
祭
行
さ
れ
ま
し
た
。

俳
句
雑
誌
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
の
創
始

者
で
現
代
俳
句
の
始
祖
と
一
言
わ
れ
る
、

高
浜
慶
子
と
子
同
年
尾
、
孫
の
稲
畑
汀

子
三
先
生
の

浪
間
よ
り
秋
立
つ
舟
の
一
反
り
け
り

虚

子

プ
レ
イ
ボ

l
ル
ノ
コ
キ

l
ン
、
-
番

第
1
ゲ
l
ト
通
過
。
審
判
の
大
き
な
声

が
コ
!
ト
に
響
く
。

さ
る
十
一
月
二
十
七
日
・
二
十
八
日

の
両
日
、
第
三
回
大
洗
町
ゲ

l
ト
ボ
ー

ル
秋
季
大
会
が
東
光
台
の
老
人
憩
の
家

コ
i
ト
で
盛
大
に
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

町
内
の
高
年
者
ク
ラ
ブ
か
ら
却
チ
ー

ム
、
問
名
の
選
手
が
参
加
、
町
長
杯
を

め
ざ
し
B
頃
の
練
習
の
成
果
を
競
い
ま

し
た
。観

戦
の
竹
内
町
長
も
参
加
者
の
キ
ピ

キ
ビ
し
た
プ
レ
ー
ぶ
り
に
感
心
す
る
こ

と
し
き
り
、
元
気
な
み
な
さ
ん
に
惜
し

み
な
い
声
援
を
お
く
つ
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
行
事
は
岳
民
健
康
保
険

事
業
の
住
民
健
康
づ
く
り
運
動
の
一
環

と
し
て
町
高
年
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
町

物
を
新
築
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

ゲ
i
ト
ボ

i
ル
同
好
者
の
み
な
さ
ん

は
ク
リ
ス
マ
ス
に
先
だ
っ
贈
り
物
に
た

い
へ
ん
な
萎
び
よ
う
で
す
。
ご
兄
弟
の

好
意
は
、
緑
寿
会
チ
i
ム
の
一
員
で
あ

る
母
親
・
と
り
さ
ん
へ
の
思
返
し
に
ち

が
い
あ
り
ま
せ
ん
。
内
装
は
イ
ン
テ
リ

ア
誠
さ
ん
の
ご
奉
仕
で
し
た
。

現
代
版
親
孝
行
の
一
席
。

立

引
汐
の
や
が
て
千
鳥
の
来
る
頃
と

年

尾

春
光
を
砕
き
で
は
波
か
が
や
か
に

汀

子

の
一
一
一
旬
が
色
紙
型
の
黒
御
影
石
に
刻
ま

れ
筑
波
石
の
表
面
に
賦
伝
す
る
姿
で
配

置
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

当
日
は
竹
内
町
長
も
臨
席
し
、
現
ホ

ト
ト
ギ
ス
、
主
宰
の
汀
子
先
生
が
除
幕
の

紐
を
引
き
、
会
同
国
よ
り
百
四
十
名
の
会

一
員
が
参
列
し
ま
し
た
。

五
年
前
県
内
百
余
名
の
同
会
員
が
大

洗
に
集
り
茨
城
ホ
ト
ト
ギ
ス
会
(
会
長

の
共
催
に
よ
り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

試
合
結
果
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

優

勝

白

梅

会

チ

i
ム
(
仲
町
)

準
優
勝
一
寿
会
チ

i
ム
(
一
丁
目
)

コ
一
位
大
蔵
会
チ
ー
ム
(
蔵
前
)

白
梅
会
メ
ン
バ

i

小
沼
曲
一
一
忠
次
郎
、
中
山
昇
、

飛
田
保
、
石
井
氏
土
口
、

岩
井
き
み
の
、
小
松
崎
あ
ゑ
、

石
井
栄
重
、
加
部
東
み
つ

一
寿
会
メ
ン
バ
ー

岩
崎
歓
、
小
沼
吉
太
郎
、

和
田
浅
士
口
、
照
沼
ふ
く
、

小
沼
と
く
、
大
川
き
だ
、

石
mm
い
と
、
五
上
好
次
郎

大
蔵
会
メ
ン
バ

i

兼
川
健
次
、
福
田
と
く
、

磯
崎
つ
ぎ
、
荻
沼
こ
う
、

近
藤
ス
テ
、
関
根
喜
四
雄
、

荻

沼

農

道

塚
本
英
哉
)
を
結
成
、
以
来
そ
の
会
費

を
蓄
積
し
、
五
周
年
記
念
事
業
と
し
て

の
建
碑
を
発
願
、
大
洗
磯
前
神
社
に
建

地
を
求
め
ま
し
た
処
、
熊
田
宮
司
始
め

神
社
関
係
の
皆
様
の
御
理
解
と
御
協
力

に
よ
り
御
手
洗
背
後
の
海
を
見
下
す
絶

好
の
場
所
に
建
立
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。前

記
三
先
生
が
揃
っ
て
足
跡
を
残
さ

れ
た
の
は
県
内
で
は
わ
が
大
洗
町
の
外

は
な
く
、
今
後
こ
の
匂
碑
を
慕
っ
て
全

国
の
俳
人
方
が
多
数
十
午
前
に
杖
を
曳
か

れ
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

(
後
馨
屯
泉
記
)

一
、
金
五

O
万
円
也

大
洗
町
磯
浜
町
七

O
九
七
番
地

内

山

光

正

殿

運
動
公
園
建
設
事
業
の
一
部
と

し
て
阿
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
金
二

O
万
円
也

体
育
協
会
ゴ
ル
フ
部

部
長
石
井
藤
吉
郎
殿

運
動
公
園
建
設
事
業
の
一
部
と

し
て
釘
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
金
一
万
五
千
六
百
六
一
一
一
円

大
洗
町
成
田
町
二
八
一
九
番
地

松
川
青
年
団

団

長

深

作

司

殿

社
会
福
祉
事
業
の
一
部
と
し
て

町
に
寄
糾
問
さ
れ
ま
し
た
。

町
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行
に
、

昭
和
六
十
一
年
四
月
一
日
以
降
次
の
と

お
り
多
額
の
寄
附
が
ょ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ご
寄
贈

の
趣
旨
に
そ
っ
て
社
会
福
祉
の
向
上
の

た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
後
も
町
民
の
皆
様
方
に
よ
る
社
会

福
祉
協
議
会
活
動
、
善
意
銀
行
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

一
、
金
五
万
円
也

大
洗
町
磯
浜
町
一
二
三
番
地

高
橋
兼
吉
・
富
子
殿

一
、
金
二
万
円
也

大
洗
町
菓
子
工
業
総
合

代

表

井

川

守

殿

一
、
金
一
万
円
也

大
洗
町
磯
浜
町
(
明
神
町
日
夜
一
)

関
畑
山
久
江
殿

一
、
金
二
万
四
百
六
十
四
円
也

大
洗
町
磯
浜
町
(
新
町
)
新
友
会
殿

一
、
金
一
一
一
万
円
也

大
洗
町
磯
浜
町
(
二
丁
目
)

松
井
美
与
子
殿

一
、
金
一
一
一
十
万
円
也

日
本
原
子
力
研
究
所大

洗
研
究
所
殿

一
、
金
一
ニ
方
向
也

乾

会

代

表

関

根

俊

和

殿

一
、
金
四
万
七
百
六
十
五
円
也

大
洗
飲
食
底
組
合

代
表
関
根
在
八
郎
殿

一
、
金
一
万
円
也

大
洗
飲
食
活
組
合車

内

年

一
、
金
一
一
万
円
也

カ
ス
ミ
グ
ル

i
プ

代
表
取
締
役
神
林
照
雄
殿

一
、
金
一
一
一
万
円
也

大
洗
町
磯
浜
町
(
祝
町
)

二
六
会
代
表
明
明
江
健
介
殿

一
、
金
十
万
円
也

大
洗
町
体
育
協
会
ゴ
ル
フ
部

ゴ
ル
フ
部
長
石
井
藤
吉
郎
殿

一
、
金
二
万
円
也

水
一
戸
ヤ
ク
ル
ト
販
売
K
-
K

代

表

取

締

役

赤

木

昭

殿
音E

殿

なるべく多くの食畠を

健
康
を
保
つ
た
め
に
は
、
食
事
の

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
こ
と
が
第
一

条
件
で
す
。
そ
れ
に
は
一
定
の
食
品

に
偏
ら
な
い
こ
と
。
で
き
る
だ
け
多

く
の
種
類
の
食
品
を
と
る
よ
う
に
心

が
け
ま
し
ょ
う
。
次
に
掲
げ
る
六
つ

の
基
礎
食
品
を
も
れ
な
く
組
み
合
せ

て
食
べ
る
こ
と
が
基
本
に
な
り
ま
す
。

第
1
群
た
ん
ぱ
く
質
源
(
魚
介
、

卵
、
肉
、
大
一
旦
と
そ
の
製
品
)

第
2
群
カ
ル
シ
ウ
ム
減
(
牛
乳
、

乳
製
品
、
小
魚
、
海
そ
う
)

第
3
群
ビ
タ
ミ
ン
A
ミ
ネ
ラ
ル
源

(
緑
黄
色
野
菜
)

第
4
群
ビ
タ
ミ
ン

C
(
く
だ
も
の

類
)

第
5
群
炭
水
化
物
(
七
分
づ
き
米
、

小
麦
粉
、
め
ん
、
い
も
類
)

第
6
群
脂
肪
(
食
用
油
、
バ
タ
l
、

マ
ー
ガ
リ
ン
)

お
拶
器
@
侶
間
限
合
民
自
舗

く
味はうす妹3 野菜を襲欝iこそ3

規則正しい食事1 jEtlは植物泊中山!こ4 牛乳はたっぷりと

O

一

aに
必
要
な
食
塩
の
量

健
康
な
人
で
一
日
一

0
グ
ラ
ム
以
下

血
圧
の
高
い
人
は
六
グ
ラ
ム
以
下
、
心

臓
や
融
問
機
に
疾
患
の
あ
る
人
は
三
グ
ラ

ム
以
下
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
食
塩
を

ひ
か
え
る
こ
と
は
、
循
環
器
や
腎
臓
病

の
予
防
に
'
有
効
で
す
。
家
庭
の
食
事
は

う
す
味
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

O

ス
ト
レ
ス
と
食
事

栄
養
素
の
な
か
に
は
、
ス
ト
レ
ス
の

解
消
に
効
果
的
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

特
に
ビ
タ
ミ
ン
口

?
cは
ス
ト
レ
ス
を

や
わ
ら
げ
よ
、
7
と
体
内
で
活
躍
す
る
副

腎
は
質
ホ
ル
モ
ン
を
助
け
る
働
き
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
カ
ル
シ
ウ
ム
は
イ
ラ
イ

ラ
疲
れ
な
ど
の
精
神
安
定
に
効
果
が
あ

り
ま
す
か
ら
、
こ
れ
ら
の
栄
養
素
を
十

分
と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

2 

響 動

漁
協
運
動
功
労
者
表
彰

磯

浜

漁

業

協

同

組

合

長

米

川

昇

作

氏

大
正

9
年
日
月
け
日
生
(
邸
歳
)

大
洗
町
町
大
賞
町
三
一
一
i
i

一
番
地

を
は
じ
め
、
茨
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
、

県
水
産
振
興
事
業
団
理
事
、
県
旋
網
漁

協
副
組
合
長
等
々
十
指
に
余
る
系
統
団

体
の
役
員
を
歴
任
、
或
は
現
在
就
任
さ

れ
て
お
り
、
漁
協
系
統
運
動
の
推
進
発

展
に
巾
広
く
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
年
度
新
ら
た
に
漁
協
運
動
功
労
者

表
彰
制
度
が
創
設
さ
れ
る
や
本
県
か
ら

推
選
さ
れ
、
こ
の
た
び
、
そ
の
御
功
績

に
よ
り
全
国
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
長

か
ら
褒
状
と
功
労
章
が
授
与
さ
れ
ま
し

た

5卵・肉・魚を十分に腹八分目8 
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第
二
一
回
農
協
共
済
茨
域
県
小
中

学
生
書
道
コ
ン
ク

i
ル
に
、
大
賞
小
学

校
五
年
、
加
部
東
純
子
さ
ん
が
条
幅
の

部
で
見
事
「
銅
賞
」
を
獲
得
し
ま
し
た
。

ま
た
、
中
学
生
の
部
で
は
、
南
中
学
校

一
年
、
杉
山
智
香
さ
ん
が
条
幅
の
部
で

「
佳
作
」
に
入
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
書
道
展
は
、
県
下
の
小
中
学
生

か
ら
七
千
九
吉
一
ニ
十
点
と
い
う
コ
ン
ク

i
ル
始
ま
っ
て
以
来
の
最
高
の
応
募
数

の
中
か
ら
厳
正
公
平
な
審
査
に
よ
っ
て

選
ば
れ
た
も
の
で
あ
り
、
二
人
の
入
賞

の
栄
誉
を
心
か
ら
お
祝
い
い
た
し
ま

す。O
加
部
東
純
?
ず
さ
ん
は
、
大
変
な
努
力

家
で
夏
休
中
条
一
輪
課
題
の
「
心
の
健
康
」

を
一
生
懸
命
に
何
回
も
何
回
も
練
習
し

らあおお

仕
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
力
強
く

堂
々
と
し
た
立
派
な
作
品
で
す
。

表
彰
式
に
は
両
親
と
出
席
し
、
受
賞

し
た
皆
さ
ん
の
作
品
に
取
り
組
む
不
屈

の
意
気
込
み
に
感
激
し
来
年
へ
の
意
欲

を
燃
や
し
て
い
ま
し
た
。

O
杉
山
智
来
日
さ
ん
は
、
小
学
校
の
時
か

ら
習
字
が
大
好
き
で
裂
に
ゆ
く
な
ど
し

て
勉
強
し
ま
し
た
。
筆
を
持
つ
と
自
然

に
心
が
落
着
き
、
堂
百
作
に
侍
簡
を
忘
れ

て
集
中
し
自
分
に
納
得
の
い
く
ま
で
議
聞

き
続
け
る
と
い
う
情
熱
的
な
方
で
す
。

こ
の
作
品
は
明
る
く
引
き
し
ま
っ
て
い

て
、
一
一
部
厳
し
さ
を
も
感
じ
さ
せ
る
立

派
な
作
品
で
す
。
展
覧
会
で
多
く
の
作

品
を
み
て
、
ま
す
ま
す
書
道
に
精
進
し

た
い
気
持
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

の
恵
み
を

と
お
年
寄
明
に

(3)第181号

大
賞
小
学
校
で
は
、
子
供
達
が
農
作

業
で
収
穫
し
た
さ
つ
ま
い
も
を
、
水
戸

市
の
養
護
老
人
ホ

i
ム
愛
友
園
へ
約
二

百
キ
ロ
さ
し
あ
げ
て
大
変
喜
ば
れ
ま
し

た
文
明
の
発
展
と
と
も
に
生
産
な
ど
は

機
械
化
さ
れ
、
現
在
の
子
供
は
ど
こ
で

ど
の
よ
う
に
産
出
さ
れ
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
で
は
、
勤
労
の
意
味
や
感

謝
感
動
な
ど
が
わ
か
ら
な
い
の
で
学
校

と
し
て
は
、
父
兄
の
ご
好
意
に
よ
り
焔

を
借
用
し
て
毎
年
さ
つ
ま
い
も
を
作
り

は
じ
め
て
八
年
の
年
月
が
た
ち
ま
し
た
。

科
研
究
@
本
一
戸
地
区
壌
で
金
債

大
賞
小
@
鈴
本
惑
と
秋

大
賞
小
学
校
五
年
鈴
木

山
祭
文
君
と
、
秋
山
車
震
は

「
い
ん
げ
ん
豆
の
育
ち
方

と
日
光
」
の
輝
一
科
研
究
に

五
ヵ
月
間
に
わ
た
り
取
り

組
み
、
そ
の
成
果
を
ま
と

め
E
X
P
O
回
記
念
科
学

研
究
理
科
作
品
展
に
出
品

し
て
、
水
戸
地
区
展
で
見

事
か
金
賞
H

を
受
賞
し
ま

し
た
。
ま
た
同
作
品
は
県

農
で
も
「
佳
作
」
に
入
賞

し
ま
し
た
。

ニ
人
は
、
い
ん
げ
ん
豆

の
生
脊
と
日
照
の
関
係
を

五
月
か
ら
九
月
ま
で
の
間

一
日
も
欠
か
さ
ず
茎
の
長
さ
、
薬
の
大

き
さ
、
色
、
生
体
重
、
乾
燥
重
な
ど
十

項
目
以
上
の
測
定
を
記
錦
し
て
、
し
か

" ，，1 ロ

収
穫
し
た
さ
つ
ま
い
も
は
、
全
学
年

で
試
食
し
た
り
、
家
庭
へ
持
ち
か
え
っ

て
家
族
で
食
べ
た
り
、
ま
た
、
那
珂
湊

市
や
水
戸
市
の
老
人
ホ

l
ム
へ
あ
げ
て

お
り
ま
す
。

今
年
は
例
年
よ
り
大
量
の
収
穫
が
あ

り
、
愛
友
閣
の
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ

さ
ん
方
に
二
回
に
わ
た
り
運
ん
で
さ
し

あ
げ
喜
ん
で
食
べ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
生
懸
命
に
仕
事
を
す
れ
ば
良
い
品

物
が
多
量
に
で
き
る
勤
労
の
喜
び
を
体

験
し
、
全
児
支
は
じ
め
多
く
の
人
達
と

大
地
の
恵
み
を
分
ち
あ
う
大
変
よ
い
学

留
を
し
ま
し
た
。

も
正
確
な
デ

i
タ
i
を
得
る
た
め
百
個

体
以
上
の
い
ん
げ
ん
豆
を
栽
培
す
る
な

ど
不
断
の
努
力
が
認
め
ら
れ
栄
え
あ
る

金
賞
に
輝
い
た
も
の
で
す
。
一
一
人
は
こ

れ
を
励
み
に
来
年
は
も
っ
と
素
晴
し
い

研
究
を
し
た
い
と
意
欲
満
々
で
す
。

守

主担3 に ρ 
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自譲盟i議審盤的

に鞍り組む

第 1 支部の皆I~

磯
浜
婦
人
会
第
一
支
部
(
竹
内
幸
校

代
表
・
会
員
加
名
)
で
は
、
本
年
度
総

会
の
な
か
で
、
毎
月
第
一
日
曜
日
を
清

掃
奉
仕
の
日
と
定
め
、
明
神
前
町
地
域
の

奉
仕
作
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

時
間
は
毎
回
朝
の
六
時
か
ら
。
家
庭

を
押
す
る
、
玉
婦
に
と
っ
て
早
朝
六
時
は
厳

し
い
時
間
指
と
な
り
ま
す
が
、
会
員
相

互
の
親
陸
を
も
兼
ね
て
の
奉
仕
作
業
だ

こ
こ
十
数
年
の
問
、
大
賞
の
海
水
浴

客
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
き
た
、
旧
大
貫

青
年
研
修
所
脇
の
、
町
の
小
さ
な
公
衆

便
所
を
何
時
も
清
潔
な
状
態
で
保
ち
続

け
て
こ
ら
れ
た
方
が
い
ま
す
。

ご
近
所
に
住
む
白
山
マ
サ
(
五
六
)
さ
ん

(
大
賞
町
六
四
番
地
)
が
そ
の
人
で
、

現
在
も
一
人
黙
々
と
清
掃
の
奉
仕
に
励

ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ト
イ
レ
清
掃
は
、
当
初
ご
、
主
人

め
進
一
さ
ん
が
は
じ
め
た
も
の
で
す
が
、

マ
サ
さ
ん
に
引
引
き
継
が
れ
て
か
ら
も
、

も
う
十
年
以
上
の
月
日
が
た
ち
ま
し
た
。

こ
の
間
、
皆
さ
ん
に
少
し
で
も
気
持
良

く
使
っ
て
も
ら
お
う
と
、
殆
ん
ど
毎
日
、

特
に
夏
場
に
は
一
日
に
一
一
一
j
四
回
見
廻

っ
て
は
、
汚
れ
て
い
る
と
す
ぐ
に
掃
除

し
、
何
時
も
キ
レ
イ
な
ト
イ
レ
に
海
水

浴
客
、
観
光
客
、
そ
れ
を
利
用
す
る
町

民
の
人
々
か
ら
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま

す
。
マ
サ
さ
ん
は
ま
た
、
道
路
を
は
さ

ん
で
向
側
に
つ
く
ら
れ
た
、
小
さ
な
花

壇
が
そ
の
後
放
置
さ
れ
て
い
る
の
を
見

か
ね
て
、
括
償
を
ま
き
、
雑
草
と
り
、
水

か
け
な
ど
人
知
れ
ず
管
理
を
さ
れ
た
り
、

け
に
皆
さ
ん
も
一
生
懸
命
、
各
自
清
掃

用
具
を
持
参
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

梅
雨
の
時
節
は
小
雨
に
ぬ
れ
な
が
ら

の
受
缶
拾
い
、
夏
に
は
海
岸
線
の
ゴ
ミ

や
花
火
の
後
始
末
、
台
風
時
と
も
な
る

と
浜
は
い
ろ
い
ろ
な
漂
着
物
や
流
木
な

ど
で
汚
さ
れ
、
ま
た
、
秋
に
は
東
光
会

の
ロ
ー
タ
リ
ー
附
近
の
道
路
掃
除
と
、

後
を
絶
た
な
い
汚
れ
に
取
組
む
町
を
思

う
皆
さ
ん
方
の
美
し
い
汗
に
、
毎
回
、

ー
ビ
ニ
ー
ル
袋
は
ま
た
た
く
ま
に
山
と
な

り
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ん
は
、
「
何
と
ゴ
ミ
の

多
い
こ
と
か
、
海
岸
や
道
路
に
平
気
で

捨
て
て
行
く
者
の
何
と
多
い
こ
と
で
し

ょ
う
。
拾
う
者
に
し
か
解
ら
な
い
設
し

さ
に
悲
し
い
思
い
で
す
。
そ
ん
な
悲
し

み
を
い
つ
か
現
解
し
て
下
さ
っ
て
、
き

れ
い
な
住
み
よ
い
町
に
な
る
こ
と
を
信

じ
て
拾
い
続
け
て
ゆ
き
た
い
と
怠
っ
て

い
ま
す
J

と
口
を
揃
え
て
話
し
て
い

ま
し
た
。

海
岸
な
ど
で
の
空
缶
拾
い
や
清
掃
な
ど

も
さ
れ
て
い
ま
す
。

東
に
、
マ
サ
さ
ん
が
所
属
し
て
い
る

大
洗
ラ
イ
オ
ネ
ス
ク
ラ
ブ
で
の
奉
仕
活

動
は
勿
論
、
水
戸
へ
の
所
用
の
折
に
も

乗
物
の
中
で
お
年
寄
り
に
手
を
か
し
た

り
、
自
に
見
、
え
な
い
小
さ
な
親
切
運
動

を
も
実
践
し
て
い
ま
す
。

こ
の
様
な
心
優
し
い
一
人
一
人
の
親

切
が
明
る
い
地
域
社
会
を
つ
く
り
だ
し

て
い
る
の
で
す
。

る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
も
、
国
民
年
金

に
加
入
す
る
よ
、
つ
に
な
り
ま
し
た
。

国
民
年
金
に
加
入
し
て
、
四
O
年

(ニ

O
歳
か
ら
五
十
九
歳
ま
で
)
保
険

料
を
納
め
る
と
、
と
し
を
と
っ
た
時
、

六
十
五
歳
か
ら
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
て
老
後
の
生
活
が
安
定

さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
に
な
っ

た
り
、
一
家
の
働
き
手
を
亡
く
さ
れ
た

と
き
は
、
鷹
市
再
一
国
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎

年
金
な
ど
の
年
金
が
受
け
ら
れ
、
生
活

が
保
障
さ
れ
る
の
も
、
年
金
制
度
の
大

き
な
役
目
な
の
で
す
。

ニ
O
歳
に
な
ら
れ
た
皆
き
ん
で
、
ま

だ
何
の
年
金
に
も
加
入
さ
れ
て
い
な
い

方
は
、
い
ま
す
ぐ
役
場
年
金
係
ま
で
印

鑑
を
持
参
し
て
、
国
民
年
金
の
加
入
の

手
続
き
を
し
ま
し
ょ
、
7
0

な
お
、
国
民
年
金
に
つ
い
て
お
た
ず

ね
し
た
い
と
き
は
、
役
場
年
金
係
(
電

話
六
七
l
五
一
一
一
内
線
五
三
)
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

二
O
歳
に
な
っ
た
ら

圏
畏
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

盟
民
年
金
の
保
験
料
は

所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す

か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

あ
な
た
が
納
め
た
国
民
年
金
の
保
険

料
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
配
偶
者
や
家

族
の
分
の
保
険
料
を
あ
な
た
が
支
払
っ

た
場
合
に
も
、
昭
和
六
十
一
年
一
月
か

ら
十
ニ
月
ま
で
に
支
払
っ
た
国
民
年
金

の
保
検
料
(
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
様
で

第
一
一
一
号
被
保
険
者
に
な
っ
た
方
は
、
昭

和
六
十
一
年
三
月
ま
で
納
め
た
保
検
料
)

が
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

申
告
を
さ
れ
る
と
き
は
、
領
収
書
等

を
提
示
し
て
所
得
か
ら
控
除
し
て
も
ら

い
ま
し
ょ
う
。

圏
民
年
金
の
保
険
料
は
月
払
で
す
グ

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
?

ま
だ
納
め
ら
れ
て
い
な
い
方
は
、

一
月
分
の
保
険
料
と
あ
わ
せ
て
納
め
ま
し
ょ
う
。

こ
の
た
び
成
人
と
し
て
、
新
た
な

ス
タ
ー
ト
を
迎
、
ろ
り
れ
た
皆
さ
ん
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

あ
な
た
も
ニ

O
歳
に
な
り
ま
す
と
、

選
挙
権
を
は
じ
め
多
く
の
権
利
と
義

務
が
生
ま
れ
ま
す
。

国
民
年
金
へ
加
入
す
る
の
も
そ
の

一
つ
な
の
で
す
。

国
民
年
金
は
農
業
、
漁
業
、
商
業

な
ど
の
自
営
業
と
そ
の
家
族
は
も
と

よ
り
、
厚
生
年
金
等
に
加
入
し
て
い

@-~~ぢ覇中面
民
年
金
の
保
険
料
は
、
所
得
税

の
申
告
の
場
合
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

町
県
民
税
の
申
告
を
す
る
と
き
は
、

「
社
会
保
険
料
控
除
」
と
し
て
所
得



らあ 第181号 (4)

無
昭
和
白
年
1
月
訪
日
制

雨
天
延
期
の
場
合
は
1

月
お
臼
側
、
両
日
と
も

に
雨
天
の
場
合
は
中
止

午
前
8
時
部
分

1
正
午

大
洗
サ
ン
ビ

i
チ
内

小
学
生
の
部
・
中
学
生

の
部
・
高
校
・
一
般
の
部

O
参
加
資
格
制
限
な
し

O
参

加

料

無

料

。
参
加
賞
及
び
賞
状
・
賞
品

小
中
学
生
の
部
(
優
勝
・

準
優
勝
・

5
位
・
努
力

賞
)
高
校
・
一
般
の
部

(
優
勝
・
準
優
勝
・

3
位
)

O
参
加
者
全
員
に
と
ん
汁
サ
ー
ビ
ス

o 
期

間

0 00  
種場 時

自所間

O
参
加
申
込
み
原
則
と
し
て
当
日
受

付
け
と
す
る
。

O
凧
の
規
格
自
由
と
す
る
(
手
作
凧
)

O
主

催

大

洗

凧

あ

げ

大

会

笑

行

委
員
会

O
問
い
合
せ
は

大
洗
町
役
場
商
工
観
光
課

宮

町

|
5
1
1
1
(
内
線
・
絹
)

L、

第
八
開
出

磯
鮪
全
国
大
会

お

自
本
三
大
民
謡
の
一
つ
と
し
て
、
広

く
親
し
ま
れ
て
い
る
「
磯
節
」
の
、
一

層
の
普
及
と
保
存
伝
承
を
図
る
た
め
、

今
年
も
次
に
よ
り
。
磯
節
全
国
大
会
u

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

地
元
町
民
の
皆
さ
ん
、
奮
っ
て
ご
参

加
下
さ
い
。

ロい一一
一
-n

問
昭
和
白
年
2
月
7
日
目

8
B
同
予
選
会

昭
和
臼
年
2
月
日
日
制

(
建
国
記
念
日
)
決
選
会

場
予
選
会
:
:
:
大
洗
文
化

セ
ン
タ
ー

決
選
会
・
:
:
茨
城
県
民

文
化
セ
ン
タ

i

O
申
込
み
〆
切
り
日
昭
和
臼
年
1
月

日
目
白
ま
で

お

。
期

。
会

自
由
参
加
(
但
し
昭
和

臼
年
1
月
刊
日
で
満
日

歳
以
上
)

O
予
選
会
出
場
人
員

3
0
0
名

O
参

加

料

1
人
2
、
0
0
0
円
(
プ

ロ
グ
ラ
ム
・
参
加
賞
を

含
む
)

O
申
し
込
み
先

大
洗
町
役
場
商
工
観
光
課

O
主

催

者磯
節
全
国
大
会
実
行
委
員
会

(
水
戸
市
、
大
洗
町
、
那
珂

湊
市
及
び
三
市
町
の
観
光
協

会
で
組
織
す
る
)

※
く
わ
し
い
こ
と
は
、
役
場
商
工
観
光

課
に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

宮

町

j
5
1
1
1
内
線
羽
・
剖

O
参
加
資
格

第
一
一
一
盟

郷
土
一
挫
史
講
演
会

O 

R 

時

昭和62年 1月1日

O
会

O
講

O
講

師演場

O
入
場
料

気
が
る
に
相
談
を

す
べ
て
秘
密
に
扱
っ
て
い
ま
す

法人
務権

料

弁
護
士

丹
下
昌
子
先
生

一、

き

一
月
二
十
三
日
(
金
)

と

午
前
十
時
i
午
後
三
時

一、
と
こ
ろ

大
洗
町
役
場
(
コ
一
階
会
議
室
)

*
人
権
を
侵
害
さ
れ
て
い
る
開
題
一

*
金
銭
貸
借
、
借
地
、
借
家
、
境
界
、
農
地
問
題

*
相
続
や
扶
養
、
結
婚
の
法
律
問
題

*
そ
の
他
・
裁
判
費
用
(
民
事
)
の
援
助
問
題

月
/ 
日

ー
時
日
分

2
終
日
分

l
時
日
分

2
時
日
分

1
時
日
分

2
待
日
分

1
時間
M

分

2
昨
吋
日
分

l
昨
吋
日
分

2
時
間
叫
分

詐I

名

受
付
時
間

事

業

象

名

/ 
取付 14

一
般
診
査
及
び
相
談

成
人
病
患
者
及
び
一
般
住
民

F
円

υ

2

/
肘

生
後
2
ヵ
月
j

3
ヵ
月
の
者

生
後
6
ヵ
月
i
7
ヵ
月
の
者

母
性
及
び
乳
幼
児

{
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
)

児

手L

健

診

ハヨ

2

/同
四ハU

/

1

i

 

2

ノ刈ハL

r

1

 

2

/
柑

母

子

本自

;;，>]ζ 
日夕〈

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

反

応

検

査

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反

応
検
査
判
定
及
び

B
C
G
予
防
接
種

生
後
3
ヵ
月
i

4
歳
未
満
の
者

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
が
陰
性
の
者

「
機
能
回
復
刻
訓
練
」

午
前
の
部
訓
練
日
(
午
前
9
時

i
午
前
日
待
)

0
1
月
日

8
(
火
)
O
I
R
丹
羽
目
(
金
)

0
1同
月
刊

ω
日
(
金
)

0

1

月
幻
自
(
火
)

0

2
月
6
日
(
金
)

0

2

月
間
山
日
(
火
)

午
後
の
部
訓
練
日
(
午
後
1
時

1
午
後
3
時
)

0

2
月

3
日
(
火
)
(
専
門
療
法
士
来
所
)

訓
練
場
所
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

訓
練
対
象
障
害
者
で
機
能
回
復
訓
練
を
必
婆
と
す
る
者
。

0

1
月
初
日
(
火

0

1
月
刊
剖
日
(
金

「
愛
の
献
血
」
実
施
の
お
知
ら
せ

0
期

日

2
月
日
日
(
金
)

0
場
所
大
洗
町
叫
保
健
セ
ン
タ

i

0
時

間

午

後

1
時
i
午
後
3
時
鈎
分

O
主
催
大
洗
町
(
衛
生
課
)

(61.11月現在)

本 減 数

ム4( 1 ) 

士曽

大洗町における交通事故の発生状況

前年同期王手吟今w
者三r

7 ( 87) 3 ( 88) 発 生件数

o ( 1 ) (
 

ハU(
 

八

U数者死

※( )内は累計を示す。

“毎月 4 日 lët~通安全の白"“ゆずり合いのI~\がかよう安通安全"

1 (7) 8 (135) 9 (128) 負傷者数

催事内

子供を対象としたクラシックパレエ

まんが映画会

成人者記念拾11影会

大洗面Jが成人者を祝う

家庭用品展示版売会

逆転免許所有者で更新のための講習会

分行事予定警護

喜善儀場所

リハーサル室

ホール

大会談窓

ホール

リハーサル釜

大会 議 室

大洗文化センタ-1
催事名

パレエ教室

主託子およlf!2しみまんが映画会

成人者記念拾iμ

大洗町成人式典

家 庭 用 品 展 示 版 売 会

運転免許更新時議彰会

総始時間

13 : 00-

14: 00-
13: 00-
9 : 00-

9 : 00-

9 : 00-

9 : 00-

開 催 臼

1月8，22， 
29B (本)

l月10B (土)
1 rJ 14B (オ三)
1 H 15日(木)

1月15臼(木)

工片23(金)，
2411九 25B(IJ)

1月28日(水)

町名金額 町名金額 釘名金額 昭和61年度 町名金額 釘名金額 町名金額

明 11 23，000円祝 51 20，000円永 7 1 14，500円 寺 71 12，000円前原 31 15，500向 矢 場 18，500円

明 21 23，000円祝 61 5，000内永 8 1 13，300円 寺 8 1 12，000円原研住宅 24，600円干 拓 5，000円

明 3の上 17，000円祝 71 8，500河永 9 117，500円 寺 91 11 ，500円東北大寮 5，000内松川|報関 11，500円

明 3の下 14，000円祝 8 1 10，000円永 101 34，300円 寺 10114，500円神山 10，000円松川第一 9，000同

明 4 1 12，500内 松ケ丘 1124，000円 永 11 I 16.00問 中関報告(12月 1日現在) 寺 11 1 20，000円 川 口 6，500内 松川中部 7，500円

明 5I 26，000円 松ケ丘 2I 23.000円永 12I 18.000円 寺 12I 11.000円 荒谷 23，000円松川共励 6，500円
ぶて齢ぶ~，話機 密ぎnnrn I _;;_ ~，- I ~~':;;;.; I I Ic兵 久 5.500円 松川第一 8.500円

明 6 1 19，300内通 117，500円永 131 30，000円 命事りの_._，UVV 舟 1 1 12，500円古 宿 31'500円大谷可 7'000円

明 71 23，000内 通 21 20，000円永 141 26，500円 舟 2の 11 14，000内 上 宿 21.000円成問 7.000円

引 の 11 12，800円 通 31 11 ，000円永15の 11 27，300円 協地盤一覧 舟 2の 21 8，000円 中 宿 16:500円久保木福次 5:000円

明 8の 21 15，000円新 1の 11 12，000円 永15の 21 15，500円 舟 2の 31 10，000円下 宿 13，000円

明 91 19，000円新 1の 21 5，500内永16の 11 30，000円 舟 3 1 15，500円

明 10112，000円 新 2の 11 8，500月 永 16の 2129，500円 すまり たま町市れこ六八まり のみ 主年今内 カはず メ年寸も会、 舟 4 111，500円 昭和61年度日 本赤十字 社員特別社費

明 11の 1 札 000内 新 2の 21 5，000月永16の 3 払 500円 も芸もーすなじ 蔵 l 民 800円

司馬 11の 2141，500円新 3の 11 9，600円永 171 19，000円 の長ひ、がさ ま 蔵 2 1 16， 000p:j 大洗ゴルフクラブ 10，000河

来 光 台 45.500円新 3の 2117.000円髭 1 117，900円 ときと五、ん ましり 蔵 3 I 11.400内 側月の井 酒造腐 5，000円
' 心んえ o、12 に 赤一一、 ' 大洗海岸病続 10，000円

1の 1上 22，900円 新 4 1 8，600円 髭 2 1 19，600円 か各に。v 月ご 蔵 4 1 13，400円 動力炉核燃料隠発事業団大洗工学センター 10，000円

lの l下 19，500円新 5117，500円 髭 3 115，100円 謝感ら 伎町円現協さ弓 上 11 11 ，000内側浜勘溜厨 10，000円

l の 21 18，600円 新 5の 11 15，000円 髭 4 1 18，500円 の内カ在力ん よ 2 111，000同(有)岡安遂送 30.000円

1 の 31 14，000円 新 5の 21 12，500円 髭 5 1 20，000円 深の集り でい 通をじ 上 3 1 9，000円 大 洗 ノマ ー叩 ク ホ ア ノレ 5.000 円
いいみ た

1 の 51 10，000円新 5の 3 1 20，500円髭 61 15，000河 たごなまはだ 中 11 15，000円 B 本 核燃料開発 側 10，000円

汐見ヶ li1 13，000円新 6 1 18，000円 髭 7113，500円 しさしいて 中 21 15，000円カ印水産鮒 5，000円

2 の 11 29，000円 新 7の 1I 11， 000p:j 髭 8 1 14，000円 て協カま九，キ費一土 て町 北 1 1 18，000円 大洗シーサイドホテ ル 10，000円

2 の 21 27，000円新 7の 21 9，500円 髭 91 16，500内 おのと てお民 北 21 15，000円茨交大洗ホテル 10，000円

2 の 31 31，500円新 7の 31 16，500円 髭10の 1 払 000円上ねては れ成 算書 南 1111，000向(有)浜泰商活 30，000同

仲 2 1 16，000同 新 8 1 15，500円 髭10の 2143，200円 げて 米なを 別ネ土るな こ 南 2 111，500円 梶間 水産鮒 10，000円

仲 31 22，000向新 9135，000円髭11の 1131，300円 ご現表費こ れ 南 31 9，000内側加部東冷凍 10，000円

金沢 1I 16.500円新 10I 13.500円髭11の 2I 28.000円 すま; 協 グコグ〉と 警 ら 角-(7)1 I 15.000円(有)丸藤水産 30，000円
カ繋とごにのの ' 寿 多 庵 附 10.000円

金 沢 21 13，500円 新 11 1 12，000円 髭 12117，500円 下 理お 協力を な 援社 角ーの 2 札 700向 銅山本環境衛生設備 5:000円

金沢 4 1 19，500内新 121 10，000円髭 131 9，000円 さのりつの助費角 3の 11 13，500円 郎 3，000p:j

金沢 51 19，000円 永 1 1 12，000円 寺 1 1 15，000門 るさ 町内で、いおて l実 角 3の 21 11 ，500円 茂日 元 j告 3，000円

祝 11 38，000円永 21 15，000円 寺 21 12，000円 つがてたり 霊護災 角 4 1 9，000円野 手 列 3，000円
祝 2の 11 18，500内永 31 9，300円 寺 3 1 13，500円 おすで だま膏年少 角 51 26，200内篠 原 源 錦 3，000p:j

祝 2の 21 22，500円 永 4 1 10，000円 寺 4 1 8，500円 願の いての 角 61 8，500内海野 呂 30.000円

祝 3cI13.500P 1 永 5 沼醐円寺 5一国立?高日 前原 1I 15， 500p:j I I IJ 沼西之助凶

祝 4 民 800円永 6 117，000円 寺 6 丸 000円 し重ま内広毒身前原 2 民 500内小野瀬 喜 継 札000円

昭
和
六
十
二
年
一
月
二
十
九
日
(
木
)

午
後
ニ
時

大
洗
漁
村
セ
ン
タ
ー
研
修
室

明
治
天
皇
(
世
々
の
心
を
我
は
間
い
け
り
)

県
立
水
戸
第
一
高
等
学
校

教
師
併
野
正
弘
先
生

料
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